
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

「腹診」は漢方で行うおなかの診察方法です。 

おなかの所見があれば、該当する漢方薬を飲むと体調が良くなる 

可能性が大です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  もとす休日診療所当番日     

９月１１日（日） ９：００－１６：００ 

  小児夜間急病センター当番日    ９月２日（金） 

 １９：３０－２２：３０（受付） 場所：岐阜市民病院 

  休診のお知らせ    ９月９日（金）、１０日（土） 

  講演会のため、不在となります。 

ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。 

 

自転車に乗っていて転倒した。 

机の角で頭を切った等は処置できます。 

切り傷が深いと縫合（糸針で縫う）が必要です。 

このレベルだと市民病院の方が安全です。 

②やけど（熱傷） 

炊飯器の蒸気を触った。 

お母さんのヘアアイロンを握ってしまった。 

カップラーメンのお湯が足にこぼれた等。 

熱傷はⅠ、Ⅱ、Ⅲ度と次第に深い傷になります。 

Ⅰ度や浅いⅡ度までは当院で対応できます。 

それ以上深いものは市民病院クラスへ紹介となります。 

場合によっては皮膚移植を行います。 

③肛門周囲膿瘍 

乳幼児肛門周囲にできる膿（のう＝うみ）です。 

おむつかぶれなどでできた微細な傷が細菌感染を 

起こしてできます。 

ブヨブヨとして膿が貯まっている場合は清潔な針で 

穿刺して膿を外へ出します。 

④トゲが刺さった 

遊んでいて、手のひらに何かが刺さって取れない、 

痛い場合は取れる範囲で取ります。 

①みぞおちがつかえる→(14)半夏瀉心湯など 

②みぞおちが冷える→(38)人参湯 

③肋骨の下付近が張って痛い 

→(9)小柴胡湯、(10)柴胡桂枝湯など 

④へその左上付近で動悸（拍動）を触れる 

→(54)抑肝散、(12)柴胡加竜骨牡蛎湯など 

⑤へその下付近に圧痛点がある 

→(24)加味逍遥散、(25)桂枝茯苓丸、(105)通導散 

⑥へその下の筋肉の張りが少ない→(7)八味地黄丸、(107)牛車腎気丸 

①すり傷（擦過傷）、切り傷（切創） 

②やけど（熱傷） 

③肛門周囲膿瘍 

④トゲが刺さった 


